
平成 29 年（2017 年）度 第 9 回 災害時リハビリテーション支援研修会 報告 

 

阪神淡路大震災を語る 

1.17 私たちは忘れない―医師たちのあの日の証言 

 

【主催】大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会 

【協力】大阪医科大学リハビリテーション医学教室、大阪 JRAT 

【助成】公益財団法人 JR西日本あんしん社会財団 

【日時】2018 年 1 月 14 日（日）13 時から 17 時 15 分 

【場所】大阪コロナホテル 200BC 会議室 

【司会】冨岡 正雄（大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会会長） 

 

【受講者数】93 名 

【次第】 

第 1 部  パレスチナにおける災害リハビリテーションの支援活動紹介 (13時～13時 30分) 

田中好子 特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン CCP Japan  

第 2 部  阪神淡路大震災を語る （13 時 30分から 17 時 15 分；途中 15 分の休憩をはさむ） 

1.17 私たちは忘れない―医師たちのあの日の証言 

水谷和郎（神戸百年記念病院 心リハセンター長） 

冨岡正雄（大阪医科大学救急医学教室 准教授） 

高島典宏（東神戸病院 内科科長） 

佐浦隆一（大阪医科大学リハビリテーション医学教室 教授） 

鵜飼卓 （兵庫県災害医療センター 顧問） 

長野正憲（長野整形外科医院 院長） 

中山伸一（兵庫県災害医療センター センター長） 

 

  



【要約】 

第 1 部  パレスチナにおける災害リハビリテーションの支援活動紹介 

田中好子 （特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン CCP Japan） 

まず、パレスチナやガザ地区の概要の説明があった。そのうえで、

パレスチナ難民の負傷者に対するリハビリテーション支援活動を、

映像とともに実例（下腿切断者に対する義足装着や、食事摂取困難

者への介入など）をあげて、紹介があった。現地の療法士を養成し

て、継続的に支援が行えるような仕組みづくりも話をされた。 

 

第 2 部  阪神淡路大震災を語る  

1.17 私たちは忘れない―医師たちのあの日の証言 

阪神淡路大震災当時に医師として従事していた７名の医師から震災当日の話、その後の話、現在の思

い、などを話があった。以下要約。（敬称略） 

 

水谷和郎（当時 兵庫県立淡路病院） 

震災当日は、病院で内科当直をしており、発災直後から活動を行っ

た。外科の先生がビデオカメラを回し続け、映像を記録として残してお

いた。その中で、トリアージや遺体に対する取扱い、精神科医への対応

の依頼、消防との連絡の難しさ、テレビで被災地の状況をみて驚く医師

たちなどを、映像として紹介した。この映像を若い世代に伝える活動を

現在はしており、また言葉による記録集（エスノグラフィー）も作成し

て、阪神淡路大震災を忠実に後世に残す活動を続けている。淡路という

被災地の端であったからこそ、このような記録が撮れて、後世に残す機会となった。それも自分たちの運命で

あり、役割なんだと思う。 

 

冨岡正雄（当時 芦屋 伊藤病院） 

発災当日は、芦屋市の当直中で、発災後しばらくしてから、歩いてく

るけが人、血が止まらないけが人、心肺停止状態で運ばれてきた 2 歳

くらいの男の子、死亡確認したのち父親に抱きかかえられて帰ってい

った 15歳くらいの女の子、大阪市大の医師が飛び込んで手伝ってもら

ったこと、自分の病院に帰ったときに、助かったと思ったこと、その後

1 か月にわたる避難生活（上司のご実家）、家に帰ってから六甲アイラ

ンドの橋を歩いて渡って通勤していたこと、など当時の話を振り返っ

た。この会を開催しようと思ったきっかけは、大学や専門学校で講義を災害医療の講義をすることが多いが、

ここ数年で、教室の空気が変わってきたように自覚した。それは自分が生まれる前のことは、自分の歴史に刻

まれないからではないか、と思って危機感を生じたからである。 

 

高島典宏（当時 東神戸病院） 



現在も震災と同じ神戸市灘区の東神戸病院に勤務しており、当時

の状況を写真と、データで振り返った。発災パジャマのまま病院に

駆けつけ、そのまま働き続けた。たくさんの重傷者が院内に運び込

まれ、外来も患者で埋め尽くされるような状況だった。初日から姫

路協働病院が駆けつけてくれた。電気がついたので、腹腔内出血の

患者の手術を行い救命できた。その後長期的なフォローも行い、当

時の学会発表のデータも示した。訪問診療もおこなっており、ALS

で人工呼吸器装着の方の家族が、手でバッグをもみ続けたという話、患者に寄り添うように家族がそのまま焼

死していたという話など、直接話を聞いた。発災直後は外傷が多いが、その後脳卒中などの内因性疾患が増え

て、ずっと忙しかった。 

 

佐浦隆一（当時 神戸大学病院） 

発災当日、次女がタンスの下敷きにならずに助かったこと、西宮か

ら神戸大学まで自転車で駆けつけたこと、整形外科医として院内で働

いたこと、内科の医師がクラッシュ症候群を指摘したこと、しかし十

分な透析治療ができなかったことなどを伺った。さらに担当患者さん

の息子さんががれきに足を挟まれたまま焼死した話を聞いたととき

は会場が一瞬にしてつらい、悲しい気持ちでいっぱいになった。この

ような思いがあるからこそ、現在 JRAT として災害医療に取り組む姿

勢である。当時の活動の一つにリハビリテーション部として避難所の

評価と被災者の支援を行うことをした。当時の発表のスライドが出てきたが、現在と全く変わっておらず、同

じことをしていることが分かった。 

 

鵜飼 卓（当時 大阪市立総合医療センター） 

メキシコの地震で病院が倒壊しているのを見て、日本ではこのよう

なことはない、と思っていたところ、その 10年後に同じような光景を

見ることとなった。発災時の話、発災後の行動の反省点などを振り返

り、災害医療の十分な経験者でもこのような事態に陥ることを、案に

示された。機転を利かせて、勤務地である大阪へはいかず、県立西宮

病院に飛び込み、医療活動をおこなった。そこでは主に病院前のトリ

アージブースを担当し、多くの死亡確認も行った。夕方になり大阪に

向かったが行きつけず、帰ることになった。あとでまとめたデータで

は、西宮にはほかにも 1000 人を超す受診者がある病院がいくつもあったのに、そこに行かなかったことも反

省である。しかし、その後大阪市立総合医療センターにおいて、オール大阪で被災者を受け入れる活動を行い、

芦屋や神戸からたくさんの被災者をいったん同病院へ受け入れ、そしてトリアージしたあと地域の病院へ転送

するというハブ機能を担った。これが現在のモデルになっているのであろう。さらに金沢病院からのクラッシ

ュ症候群の転院患者の状態を見て、これはオール大阪で何とかしなければいけないと思い、大阪市消防局→神

戸市消防局→灘消防署→金沢病院へと受け入れ準備があることを伝言し、伝わったことにより、1 月 19 日に



受け入れをすることができた。西宮、芦屋の状況を知っていたので、若い先生たちに現地に向かわせた。 

 

長野 正憲 （当時 神戸市 灘金沢病院） 

発災当時は西宮に在住し、神戸市の病院まで通勤していたが、

当日なんとか車で向かったが、結局行きつけず、空き地に車を乗

り捨てて病院へ向かった。病院に着いたのは 11 時くらいで、大

変な状態であった。病院内の公衆電話以外は、電話が通じず全く

情報が入らない状況であった。次々と運び込まれる患者さんを院

内スタッフで診療していた。1 月 18 日に男性の母親が、強く大

阪の病院へ運んでほしいと懇願し、大阪へ救急車で搬送した。その深夜に、灘消防職員が、メモ書きをもって

現れた。詳細は覚えていないが、そこには大阪市総合医療センターが受け入れるので、連絡するように、とい

うようなことが書いてあり、公衆電話で鵜飼先生に電話をかけた。その翌日に、8 名の患者さんをヘリコプタ

ーで運ぶことになった。いろいろとありすぎて、忘れていることも多い。そのくらいいろいろあった。 

 

中山 伸一（当時 神戸大学病院） 

神戸大学までたどり着けないと思い、電話で当直の若い医師に、

トリアージをしておけ、と指示をしたが、トリアージという言葉が

通じなかった。そんな時代であった。病院に到着したのが夕方であ

った。神戸大学では、院内の巡回チームが外科系、内科系など複数

立ち上がり、限られた資機材と人材のなか懸命に医療を行ってい

た。大学病院は最後の砦と思っていたので、患者を受けることはあ

っても、外へ出すという発想がなかったのは事実である。そこへ透

析患者を六甲アイランド病院に集めたら大阪方面へ船、車などで送ってくれるというシステムが急遽出来上が

った。これもハブ機能を担った活動であろう。そんな活動を行っていたが、5 日目に気を失い、気が付いたら

点滴をされていた。そして家に連れて帰ってもらった。震災後 20 年目の日には、天皇皇后両陛下が兵庫県災

害医療センターへお見えになられた。陛下は決してお忘れにならない。それは自分も見習いたい。決して忘れ

ない。 

 

聴講者からのメール 

 

学会等でも今は聞ける機会の非常に少ない阪神淡路大震災に関して、今回このような企画をしてくださった

こと、また一般公開としてくださったこと、本当に有難うございました。 

私自身当時はまだ 5 歳目前、自宅も北区でしたので被害こそ少なかったものの、生活が一変したことは覚えて

おります。 

あの日々を神戸の街で奮闘する「大人の姿」を見て私の意志はそこで決まり、医療職の中でも現在の職務を選

択することとなりました。 

  

そんなキッカケとなった、当時の自分の目に映っていた「大人の姿」を、私自身が大人になった今、あの震災



から 23 年も経った今、偶然にも聞けるチャンスに巡り会えたことに、現在は遠く離れた大阪の地であろうと

聞きに行かない選択はありませんでした。 

当時の話を聞ける機会も減った今、皆様の研修会のイチ企画とはいえ、このような場が開催されたことにも、

まずは大きな価値があったように思います。 

  

関西・神戸から出たことで、神戸出身と伝えると必ず阪神淡路大震災の話題になります。 

ただあの当時は大人に守ってもらった子どもの立場であり、教訓すらも考えられる年齢にも達していなかった

自分から、阪神淡路大震災と縁遠い関西圏外の人に何を教訓として伝えられるのか、長い間自問自答していま

した。 

  

今回の講演会で先生方の経験談・実話として聞くことで、自分の中でのその答えも改めて確信となりました。 

必ずしも教訓として伝えなくとも、あの時の事実、あの時子どもながらに感じたことを伝えることも、1.17 の

時に神戸にいた者としての使命だなと。 

  

今後の貴研究会の益々のご活躍・ご発展を心より願っております。 

（本人に許可を得て掲載） 

 

（報告書作成者 冨岡正雄） 

 


